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軍学共同とは：科学の軍事化 
 「軍学共同」とは「軍」である防衛省（自衛隊）
と「学」である大学・研究機関とが共同して武器
開発等を行うこと。「共同」という言葉を使うとい
かにも対等な関係のように見えるが、軍つまり防
衛装備庁が金を出して、学に研究をやらせるとい
うことなので、学を下請けにすると言って過言で
はない。これがまさしく今の武器輸出の大きな背
景にある。つまり、新たな武器を考案していくこ
とによって、武器輸出を一気に加速させることが
考えられる。 
 現在行われている具体的な軍学共同の事業は、
１つは防衛装備庁が行っているもので、大学や研
究機関との間で「技術交流」を行ってきた。現
在、23件について、防衛装備庁にある5つの研究
所と大学・研究機関との間で、協力協定を結んで
技術の情報交換をしている。技術というのは防衛
技術、つまり軍事技術である。23件にもなって問
題にしなければならないが、現状では予算のやり
取りはなさそうなので、今のところは注視だけし
ていくことにしている。 
 もう一つは、防衛装備庁が行っている「安全保
障技術研究推進制度」である。防衛装備庁が研究
委託という形でお金を出して、大学・研究機関の
研究者を軍事研究に動員する制度である。 

戦後、「学」は「軍」と一線を画した 
 前提として言っておかなければいけないのは、
戦後の日本の学術界は軍と一線を画してきたとい
うことです。1949年に日本学術会議が発足したと
きの決議で、「科学は文化国家ないしは平和国家の
基礎である」と明確に打ち出しており、その明く
る年の1950年の第6回総会で「戦争を目的とする
科学の研究には、今後絶対に従わないというわれ
われの固い決意を表明する」という決議をあげ
た。 
 1967年にも同様の決議をあげている。特に
1950年の場合は、日本国憲法の平和主義の原則を
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われわれ学術の世界の人間も守るべきである、そ
の線で研究・教育も行うべきである、ということ
を明確に打ち出した。1967年は少し違う状況もあ
ったが、再び「戦争を目的とする科学の研究はこ
れを絶対に行なわないという決意を表明する」と
二度にわたって決意表明をしたのである。 
  この二つの声明・決議は私たち大学にいる研究者
は当然として受け入れ、当たり前になってきてい
た。私たちの心に刷り込まれてきたと言ってもい
い。その状況がこの数年で転換させられつつあ
る。 

「軍学共同」の動き 
 軍学共同の動きが具体化したのは、2013年12
月の閣議決定である。そこには「大学・研究機関
との連携を強め、防衛にも応用可能な民生技術
（デュアルユース技術）の活用に努める」と書か
れている。この閣議決定では基本的に安全保障に
関わる3つの重要な決定がなされていて、どれにも
「デュアルユース」という言葉が使われている。
民生技術つまり大学や研究機関で開発されている
技術を軍事に転用する、活用するということであ
る。 
 これを受けて、様々な動きが一斉に出てきた。
翌年に、武器輸出三原則が防衛装備移転三原則に
改変され、武器の生産や輸出を常態化する、推し
進めていく国家になった。2015年には新宇宙基本
計画が出されて、翌2016年にすぐ改定され、宇宙
の軍事化を進展させることが具体的に打ち出され
た。例えば、「情報収集衛星」、これはスパイ衛星
のことだが、10機体制にする計画である。今まで
15年かけ、1兆円ほど使って10機を打ち上げてき
た。現実に動いているのは5機で、常に10機体制
で地球全体を監視するということが宇宙基本計画
に書かれている。 
 あるいは準天頂衛星を7機体制にする。「みちび
き」というGPS衛星が今年で4機打ち上げられた。
車のGPSに便利だという宣伝ばかり流されている
が、基本的には軍事利用して、アメリカのGPSを
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補完するのが大目的である。これらが軍と公的研
究機関である宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）
との間の軍学共同の具体的な表れである。 

安全保障技術研究推進制度 
 そして、2015年に防衛装備庁が「安全保障技
術研究推進制度」という長い名前の制度を作り上
げた。これは、将来の「防衛装備品」（武器又は武
器に係る装備のこと）の開発のための芽出し研究
である、要するに武器開発の種をまいて芽を出す
くらいまではやると言う。そのため「基礎研究」、
あるいは「基礎技術」ということをやたらに強調
している。その中で、有望な課題・研究について
防衛省が引き取って、開発し、活用する。つま
り、防衛省が装備品として具体的に展開すること
を計画している。だから、最初のアイデアが欲し
いというわけだ。 
 ここで「基礎研究」という言葉がよく使われる
ので、研究者たちが「基礎研究であれば自由な発
想のもとで行われるのではないか」とつい思って
しまう。しかし、官庁用語では基礎研究というの
は、「戦略的・要請的な研究」とされ、自由な発想
に基づく外部からタガがはめられない研究は「学
術研究」と呼んでいる。この「戦略的・要請的」
というのは、日本のイノベーションをするための
戦略的な方向、あるいはそのイノベーションの要

 
 つまりこの制度では、軍事装備品を戦略的につ
くっていくための基礎、軍事装備品開発を要請さ
れている基礎研究、というものである。基礎研究
の後に防衛装備庁が取り上げて装備化する流れが
あることを押さえておく必要がある。これも軍事
研究の一つだ。2015年度から競争的資金を発足
させて公募して、各大学、研究機関、企業が応募
して、ものになりそうだと見なされると採択され
る。具体的には防衛装備庁が研究テーマを出して
いるが、ちょっと考えれば装備品としてどう使わ
れるかわかるものばかりを掲げている。 

予算の推移 
 1件について1年で3000万円が3カ年に渡って
使える。2015年度に3億円の予算で発足し、
2016年度は6億円に倍増し、2017年度には110
億円と巨大な予算に膨れ上がった。要するに防衛
装備庁は、軍事研究の重要性を位置づけて大きな
予算を付けている。自民党の国防部会が後ろから
プッシュしている事情もある。 
  2015年度は応募が109件で、大学が58件もあ
った。私たちはこれに非常にびっくりした。しか
し、2016年度はこれが半分以下の44件、大学か
らは23件になった。なぜ半分以下になったのか。
これは後の教訓として分析しておく必要がある。 
私たちの運動は2014年からなので、運動の効果
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がじわじわと広がってきたのかな・・・と思って
いますが、うぬぼれがあるのでそこは割り引く必
要があります。戦争法という悪法に反対する運動
が国民的な広がりを持った。やはりあの状況の中
で軍事研究におめおめと手を出すことはできない
という雰囲気になったことが大きい。 
 もう一つは私たちの仲間たちが特に地方で抗議
運動をしたときに、地方紙とかマスコミの地方版
が報道してくれて、市民に伝わったことだ。地方
に住む人たちは地元の大学に誇りや愛着を持って
いる。その大学が軍事のための研究をやるのか、
ということで様々な抗議が大学に伝わる。大学は
それを一番恐れた。特に私立大学は受験生が減る
ことを非常に恐れた。 
 つまり、ここで得た教訓は、市民が見ているこ
とを知ると大学や研究者は躊躇して応募しないと
いうこと。あるいは、社会的に反戦的雰囲気が非
常に強いと応募しないということ。社会の情勢や
市民の明らかな気持ちがきちんと伝わると、それ

 
 2017年度は110億円に増やされて応募件数は
104件と初年度並みになった。しかし、注目すべ
きなのは大学が22件に留まり、2016年度の23件
からむしろ減った。日本学術会議の新声明が出た
ことの影響がある。様々な運動が広がって大学自
身が躊躇したのである。 

軍産連携から「軍産学複合体」へ 
 しかし、これと全く対照的なのは企業の動き
だ。企業はなんと55件に増え、全体の応募件数の
半分以上を占めるようになった。つまり、武器輸
出を前提とした企業の軍事開発に大きな力点が入
るようになったと言える。2017年度には研究費が
3000万円のカテゴリー以外に、タイプSという5
年間継続可能で最大20億円という大規模研究が設
定された。このS型は6件も採用された。110億円
中、10億円は3000万円クラスのA、B型だが、
100億円はS型の大規模研究にと分割されている。 
 大規模研究では企業は12件応募して4件採用さ
れた。企業が力点を置いてきて、防衛装備庁も企
業に具体的に資金を振り向けようとしている。今
まで採用されたのは、パナソニック、NEC、富士
通、三菱重工、IHI、日立、東芝など、いわゆる一
流の大企業がずらりと入っている。こうした大企
業が軍装備の開発研究に乗り出していることがわ
かる。 
 私たちはこれを「軍産学複合体」への出発点と
考えている。企業は武器生産、武器輸出を企業目
的にしつつある。企業の表の顔と裏の顔だ。パナ
ソニックなどの大手企業は、表の貌ではテレビコ
マーシャルなどでいかにも日本の明るい未来を背
負うなどと言いながら、裏の顔では死の商人にな
る道を一歩、二歩踏み出しているからだ。 
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 もう一点は産を軸にした軍と学の結びつきが進む
可能性があるということである。大学からの応募は
まだ22大学もあるので安心できないが、一定程度
の歯止めがかかっている状態だ。そうすると、防衛
装備庁としてはまず軍と産を結びつける。つまり、
産業界からの大規模研究への応募を採用する。それ
ともう一つは「産学共同」で、今大学ではずっと進
んでいる。軍からの金を産が受け取り、産からの金
を大学に流す。そういう流れの中で「軍産学複合
体」を形成していくという形がとられていくのでは
ないか。 
 もう一点、公的研究機関と呼ばれる研究開発法
人、JAXA（宇宙航空研究開発機構）、物質・材料
機構、情報通信機構、JAMSTEC（海洋研究開発機
構）、理研などが国策機関になっていくという危険
性もある。大学は歯止めがかかったが、公的研究機
関からの応募は増えているからだ。 
 料機構、情報通信機構、JAMSTEC（海洋研究開
発機構）、理研などが国策機関になっていくという
危険性もある。大学は歯止めがかかったが、公的研
究機関からの応募は増えているからだ。 

日本学術会議の50年ぶりの「軍事的安全保障
研究に関する声明」 
 これらに対して、日本学術会議による50年ぶり
の「軍事的安全保障研究に関する声明」が出され
た。「軍事的安全保障研究」とは、端的に言えば軍
事研究のこと。声明は50年、67年の声明を「継
承」するとした。これまでの声明に込められた精神
を受け継いでいくと冒頭に述べている。 
 それ以外に注意点として資金源はどこかを明確に
する必要があると。それはどのような目的のための
資金であるか、そして公開性がきちんと担保されて
いるか、これらのことを十分に注意して、「入り
口」で押さえたうえで考えなければならないと。政
府が研究に介入してくる恐れは十分あるよというこ
とを明確に主張して、こういう研究に携わらないよ
うにと暗に述べている。 

大学の態度 
 いろいろな大学で、行動規範や研究倫理、学長声
明、理事会声明などが出され、現在、30大学以上
が少なくとも今年度は応募しないことを宣言し、声
明を出している。しかし、日本学術会議が明確に打
ち出しているように、今後はちゃんとした倫理規範
とか行動規範などの形で文章化することが非常に大
事だ。 
 というのは、学長声明や理事会声明は学長が変わ
るとコロッと100％意見が変わる可能性だってある
からだ。今の国立大学では理事は全部学長の意向で
決まる。学長の判断、リーダーシップで決まること
が多い。だから、私たち自身は今後、十分学長の言
動に注意したうえで大学に働きかける必要があると
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思う。 
 2017年度の募集で大学関係は代表研究機関とし
て1件も採用されなかったが、東京農工大学（大規
模研究、小規模研究1件ずつ）と岡山大学・東京工
科大学・東海大学（いずれも大規模研究）分担研究
機関として採択されている。このうち岡山大学と東
京農工大に対して抗議行動を行なった。両大学で共
通する言い訳は、「先進的な民生技術についての基
礎研究を公募する」と公募文にあったということ、
そして「大学構成員の自主的・自立的研究活動の自
由を尊重する」というものであった。この2つの言
い訳に対して、私たちは明快に反撃する論理を対置
しなければならない。 

反対運動の課題 
 最後に、反対運動の課題を述べたい。はじめに、
大学における軍事研究差し止めの要請を強めるこ
と。研究倫理綱領や行動規範などの規定制定の要請
や、審査機関の設置・議論の公開の要請を行う。 
 そして、公的研究機関に対する働きかけが必要だ
ろう。考えているのは労働組合との結びつきを強め
ることだが、組合がない研究機関が多いから非常に
大変である。国交労連は3年にわたって、組合員か
ら軍学共同に対してどうなのかというアンケートを
とって、常にフォローしているので、連携していき
たい。 
 日本学術会議の会長が10月に大西隆さんから山
極寿一さんに代わった。山極さんは軍事研究に反対
する姿勢で臨んでおられる。そして、日本学術会議
に、この問題についての常設委員会を持つことも表
明されている。私たちがこの委員会に対して意見を
述べるとかフォーラムを開催させるなどして、日本
学術会議が筋道を貫徹するための活動をしていくこ
とを考えている。 
 もう一つは市民との共同行動だ。やはり市民の意
向や考え方は大学に敏感に反映するので、軍事研究
に積極的な大学や研究機関には抗議活動を行ってい
くことが特に重要である。それは当然ながら、
NAJATとも共同しつつ、軍事研究そして武器開発
は武器輸出につながるのだということを明確に打ち
出していく。また、日本平和学会などとの討論会な
どを共催していくことも大事である。 
以上、私個人として様々なことを考えているが、と
りあえず軍学共同反対連絡会を強化しながら、幅広
く訴え続けていきたい。ここに集まられた皆さんと
もいろいろなところで共闘しながら、ともに戦いを
進めていきたい、軍学共同反対の動きを強めていき
たいと思う。 
     ＊     ＊     ＊ 
この報告は、2017年11月15日に行われたNAJATの集
会〈亡国の武器輸出～日本版「軍産学複合体」の今〉に
おける講演内容に池内氏が加筆したものです。 
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最新報告「最悪の人道危機」イエメン内戦のいま
                 ～国際社会から忘れ去られた紛争の真

1

4 月27 日（金） 18時 30分～21時 
文京シビックセンター・4階シルバーホール           
（後楽園駅、春日駅） 

講師：久保田弘信さん
資料代 800円 
 
 内戦で、多くの犠牲者を出しているイエメン。サウジ
アラビアや UAE（アラブ首長国連邦）は、イエメンの
フーシ派を攻撃するとして無差別空爆を行い、フーシ派
はイランの援助も受け、弾道ミサイルでの攻撃を行って
いる。泥沼化する内戦により、イエメンでは 840万人
が飢餓に直面し「世界最悪の人道危機」に陥っている。 
 日本政府は、航空自衛隊が擁する最新鋭の輸送機であ
る川崎重工製の「C2」を、紛争当事国である UAEに輸
出することを検討している。 
 イエメンの取材に成功し、2月 11日に帰国したフォ
トジャーナリストの久保田弘信さんに現状を報告しても
らいます。 
 
【久保田弘信さんプロフィール】 
大学で物理学を学ぶが、スタジオでのアルバイトをきっ
かけにカメラマンの道へ。旅行雑誌の撮影で海外取材を
こなすうちに、ひとりのパキスタン人と出会いパキスタ
ンに赴く。パキスタンでアフガン難民を取材したことを
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きっかけに本格
的にジャーナリ
ストとしての仕
事を始める。
9.11 事件の以前
からアフガニス
タンを取材、ア
メリカによる攻
撃後、多くのジ
ャーナリストが首都カブールに向かう中、タリバンの本
拠地カンダハルを取材。 
またパキスタンに流出する難民を取材。難民の子どもた
ちの素顔をとらえた個展を多数開催。以来、アジア、中
東を舞台に取材を続ける。 
 
●公式 HP 
●写真集「僕が見たアフガニスタン」、 
DVD「アフガニスタン伝えきれなかった真実」   販
売ページ http://kubotaphoto.cart.fc2.com/ 
 
主催：イエメン内戦を知る講演会 実行委員会    
（連絡先 090-6185-4407） 
［呼びかけ人］佐藤真紀、井筒高雄、志葉玲、並木
麻衣、小寺隆幸、杉原浩司 
※武器輸出反対ネットワーク（NAJAT）が呼びかけ、
NGOの有志と共につくる実行委員会です。 
 

研究者が戦争に協力する時  731部隊の生体実験をめぐって  
4 月14 日(土)13時～16時  会場: 京都大学 百周年時計台記念館 2階会議室  
 
講演: 人道に反した「過去」から学ぶ「軍学共同」の行きつく先  
 
講師: 常石 敬一 神奈川大学名誉教授  
 1943 年東京生。1966 年、東京都立大学理学部卒。専門は科学史。自著の『消えた細菌戦部隊』(海
鳴社、1981 年)から『医学者たちの組織犯罪』(朝日新聞社、1994 年)の頃までは満州 731 部隊の問題
を通じて、科学(者)と戦争の問題を考えていた。  
 2015年、防衛省が安全保障技術研究推進制度を創設したことに触発され、731部隊の問題に立ち戻 
り、21世紀における科学技術と社会のあり方を模索。  
 
アピール：鯵坂 真(関西大学名誉教授) 池内 了(名古屋大学名誉教授) 西山 勝夫(滋賀医科大学名誉教授) 
               広原 盛明(元京都府立大学学長) 福島 雅典(京都大学名誉教授)他  
 
主催: 満洲第 731部隊軍医将校の学位授与の検証を京大に求める会  

 


